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平成16年度　指定研究校の研究大会平成16年度　指定研究校の研究大会

今年度は，下記の通り４校の研究大会校（第３年次）が，研究の成果を発表いたします。
ぜひ御参会いただき，日ごろの研究実践の糧にしていただければ幸いです。

豊 か な 人 間 性 の 育 成豊 か な 人 間 性 の 育 成

上　
　
　
　
　

越

研究会名 図 画 工 作 科 教 育 研 究 大 会

　私たちは，題材の対象や場所，材料・用具

や表現方法を選び，主体的に学び，考え，選

択して試し，共感し，つくり続ける子供の育

成を目指しています。さらに，図画工作科で

伸ばした創造的な想像力や造形感覚，技能な

どの資質や能力を，他教科や教育活動全体，

新しい学校づくり，地域，自分の生活に生か

し，広げたいと考えています。

　当日は，授業公開と図画工作科指導に直接

役立つワークショップを用意して，皆様の御

参会をお待ちしております。

研究主題

主体（たたい）的に
　　　かかかわりながら
　自分ららしさを表現する子どもをめざして
　　～ だだいすき図工　生かす・広がる

造形表現活動～

期　　日 平成16年９月30日�

会　　場 名立町立宝田小学校

講　　師

上越教育事務所学校支援第一課指導主事
梅澤　　崇　様

元福井大学教育学部美術科教授
古田　洋司　様

現代美術家
舟見　倹二  様

ステンドグラススタジオ工房
三宅　治良　様
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越

研究会名 算　数　科　研　究　大　会 　文科省は補充的・発展的学習の重要性を指
摘しています。私たちは真摯に「補充的・発
展的な学習」とは何かをつきつめてきました。
　当校では「どの子も伸ばす」算数学習の実
践を進めています。補充的・発展的指導の挑
戦から，今年度は，日々の授業で当たり前に
行う日常化に努めてきました。
　当日は，名木野小学校のすべてをお見せし，
名木野プランを発表します。「算数が大好き。」
「算数が楽しい。」という子供たちの姿を是非，
見ていただきたいと思います。
　皆様の御参会をお待ちしております。

研究主題
補充的・発展的指導
～挑戦から日常化へ～

期　　日 平成16年10月５日�

会　　場 見附市立名木野小学校

講　　師
文部科学省初等中等教育局　教科調査官

吉川　成夫　様
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越

研究会名 生　徒　指　導　研　究　大　会 　私たちは，「一人一人の子供が生き生きと生
活する学校」「みんなが仲良くかかわり合う学
校」を目指し，やわらかく，あたたかい生徒
指導に取り組んできました。
　いじめ防止学習プログラムを自校化した「東
のプラン」を基に，連携した全校活動を推進
するための校内三委員会を組織し，各学級で
は，「自立」と「かかわり」をキーワードに学
級づくりを進めてきました。
　当日は，全校集会と授業を公開し，生徒指
導の視点から，学級づくりと授業づくりにつ
いて語り合いたいと思います。

研究主題
自ら生活をつくりだす子どもの育成
～かかわりの質を高める～

期　　日 平成16年10月14日�

会　　場 長岡市立川崎東小学校

講　　師

明治大学文学部助教授
諸富　祥彦　様

中越教育事務所学校支援第２課指導主事
 渡邉　　強　様
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越

研究会名 体　育　科　研　究　大　会 　私たちは，すべての子供が運動に内在する
楽しさや喜びを味わい，進んで運動に親しん
でほしいと考えています。
　そこで，子供が運動に求めている欲求は何
かを見極めることから始め，その欲求を満た
すことで運動の楽しさを体得させ，技能や体
力の向上を図る授業づくりを，単元開発を重
点に研究を進めてきました。
　当日は，マット運動とボール運動の授業公
開とアルビレックス新潟取締役育成部長若杉
透様の講演会も予定しています。皆様の御参
会をお待ちしております。

研究主題 運動の楽しさを体得させる西
二・四

小の体育

期　　日 平成16年10月15日�

会　　場 亀田町立亀田西小学校

講　　師

上越教育事務所学校支援第１課指導主事
上野　裕文　様

�アルビレックス新潟取締役育成部長
若杉　　透　様


